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「元気に砂あそび！」
～道の駅南魚沼「雪あかり」～
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　今回は、平成19年にＵターンし、現在は映像制作会社㈱m
マ チ カ ド

achikadoの代表を務めている津久野地
区在住の林拓哉さんにお話しを伺いました。

Ｑ．Uターンしたきっかけは何ですか。
Ａ．子どもができたことです。自分が育った環境なら子どもに教えて

あげられることもたくさんあると思い、地元に戻ってきました。
この地域は、付き合いが濃いからこそ大変な部分もありますが、
将来的に人として、より成長できるのではないかと思います。

Ｑ．思うような子育てはできましたか。
Ａ．自宅で仕事をしながらの８年間の子育てで、価値観が大転換しま

した。きちんと子どもに向き合いたかったので、仕事と育児の両
立はとても大変でしたが、とても充実した時間を共有することができ満足だと感じています。親
が子どもに与える事より、子どもが親に与えてくれる事の方が大きいということを発見できまし
た。平凡な日常こそが幸せなのだと、毎日子どもたちに感謝しています。

Ｑ．Uターンする際に、仕事の面で不安はありませんでしたか。
Ａ．正直、南魚沼市でこの仕事を続けられるとは思いませんでした。しかし、前の職場の縁で仕事を

いただいたり、友人の結婚式をきっかけに結婚式場で多くの映像を撮らせていただいたりと、自
分の技術で喜んでくれるお客様がいて、しかもお金ももらえてどんどん輪が広がっていく仕事の
面白さを感じています。

Ｑ．今後の夢はなんですか。
Ａ．子どもの結婚式を見届けることと、孫と暮らしたいですね。
Ｑ．大切にしている考え方はありますか。
Ａ．なかなか難しいですが、人を責めず人を認めることを心が

けています。
Ｑ．南魚沼で暮らそうと考えている人に一言。
Ａ．仕事以外はすべて都会に勝っていると思います。仕事でも

勝れるように、一緒に南魚沼を盛り上げましょう！

南魚沼市で輝くひと（第13回） 　林拓
たく

哉
や

さん

若者の意見を市政に反映させ、新たなネットワークを築くために始
まった「若者まちづくり会議」が、今年度で６年目となりました。

40歳以下の市内在住の若者が集まり、今自分たちができることとい
う視点のもと、「働く世代の仲間づくりの場をつくるには」「続けていこ
う！兼業農家」「若者が集まる場所で南魚沼産をPR」という３つのテー
マごとにグループを作り、日程や具体的な活動内容を話し合いました。
今後は、各グループで案を実行することを目標に活動していきます。

住み続けられるまちをめざして「若者まちづくり会議」

　ふるさと納税の返礼率見直しのために 11 月１日㈭にポータルサイトからの申込受付を停止し
ていましたが、11 月 16 日㈮から申込受付を再開しました。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

【問合せ・申込み】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

シリーズ「南魚沼に暮らす」21
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国際大学留学生 お国自慢コーナー シリーズ
第68回
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～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　中央アフリカは、内陸の国です。カメルーン、コン
ゴ共和国、コンゴ民主共和国、スーダン、南スーダン
に囲まれています。広大なサバンナ、熱帯雨林、さら
には無数の河川が広がる自然資源が豊かな国です。マ
ルミミゾウ、ニシローランドゴリラ、チンパンジー、

アカスイギュウなど希少動物を含む多くの野生動物が生息しています。蝶に関
しては世界の首都ともいわれるほど、さまざまな種類が生息しています。私の
故郷バンギは首都で、美しい山の景色、観光名所の滝「ボアリ小瀑布」もあり
ます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　これまで日本全国15の街に行きましたが、南魚沼が一番好きです。浦佐
毘沙門堂裸押合大祭などおもしろいお祭りがあり、コシヒカリ、八色スイカ、
酒などおいしいものがたくさんあるからです。冬の雪や、桜の季節の美しさ
もまた大好きです。南魚沼には驚くことがたくさんあり、この地での日常生
活が一番よい経験です。南魚沼の人々の親切のおかげで毎日をよりよく過ご
し、地域の一部となり、南魚沼に住んでいることに感謝しています。

中央アフリカ共和国
［公用語］フランス語（国語はサンゴ語）
［首　都］バンギ
［面　積］622,984㎢（42位）
［人　口］5,507,257人（117位）
［GDP（PPP）］30.09億ドル（188位）
［通　貨］CFAフラン （XAF）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

コパテイ バリ,カール アダムス さん

火
の
用
心

先
日
届
け
ら
れ
た
小
冊
子
に
当
市
の

女
性
の
活
躍
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
消
防
協
会
の
『
日

本
消
防
』
10
月
号
に
、
当
市
の
女
性
消

防
隊
員
の
寄
稿
に
よ
る
「
雪
国
の
思
い

や
り
と
私
た
ち
の
消
防
団
活
動
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
そ
の
活
動
を
生
き
生

き
と
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
南
魚
沼
市

消
防
団
女
性
消
防
隊
（
愛
称
：
女め

組ぐ
み

）

は
平
成
26
年
に
発
足
、
現
在
28
人
。
毎

月
の
防
火
広
報
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、

保
育
園
で
の
寸
劇
な
ど
に
よ
る
防
災
指

導
、
消
防
職
員
や
地
区
の
民
生
委
員
の

み
な
さ
ん
と
協
力
し
た
高
齢
者
の
住
宅

訪
問
な
ど
、
多
彩
な
貢
献
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
隊
員
に
は
通
訳
や
英

語
指
導
者
、
外
国
人
の
定
住
者
な
ど
も

お
り
、
そ
の
人
材
力
を
生
か
し
た
国
際

大
学
の
学
生
に
英
語
で
の
救
急
、
応
急

手
当
の
普
及
活
動
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ア

で
外
国
人
観
光
客
な
ど
が
多
い
当
地
で

の
病
気
や
け
が
な
ど
の
救
急
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
と
消
防
職
員
へ
の
英
会
話

講
習
も
実
施
。
本
旨
で
あ
る
規
律
訓
練

や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
も
活
発
で
、

来
年
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

県
代
表
と
し
て
の
出
場
も
決
ま
り
、
今

は
毎
週
一
回
の
訓
練
も
。
創
設
以
来
、

当
然
な
が
ら
期
待
し
注
目
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
改
め
て
そ
の
活
躍
を
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
よ
い
流
れ
だ
な
あ
、

と
。
先
日
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

に
あ
わ
せ
、
園
児
た
ち
も
参
加
し
て
く

れ
た
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
の
消
防
団
員
は
女
性
隊
員
も
含

め
、
現
在
２
，２
７
０
人
。
そ
れ
ぞ
れ

が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
安あ

ん

寧ね
い

、

安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

女
性
隊
員
の
寄
稿
、
結
び
の
言
葉
が

実
に
よ
か
っ
た
。「
新
潟
は
逆
さ
に
読

む
と『
た
・
が
・
い
・
に
』で
す
」「
一
晩
で

１
ｍ
も
雪
が
積
も
る
豪
雪
地
帯
、
雪
国

で
の
生
活
は
互
い
へ
の
思
い
や
り
が
必

要
で
す
」「
雪
国
の
女
の
強
さ
と
優
し

さ
で
地
域
の
防
火
・
防
災
力
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」（
抜
粋
）
女
の

子
も
負
け
て
い
な
い
。
防
火
標
語
の
応

募
作
品
で
最
優
秀
賞
「
消
し
た
か
な
？

不
安
に
な
っ
た
ら
ま
ず
確
認
」
は
大
崎

小
学
校
６
年
生
の
藤
島
寧ね

ね々

さ
ん
。

長
い
冬
の
到
来
、
火
気
を
使
用
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ご
注
意
を

「
た
・
が
・
い
・
に
」
火
の
用
心
！

中央アフリカ共和国
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※市道除雪路線の見直しを行い、今
冬から機械除雪を実施しない路線
があります。ご注意ください

　詳しくは、建設課にお問い合わせ
ください

道路の除雪作業にご協力ください

　冬季の生活を確保する上で、道路除雪作業は必要不可欠です。原則として10cm（歩道は15cm）以上
の積雪があり、その後も降雪が続くと予想される場合に除雪車が出動します。朝は７時30分、夕方は５
時30分までに作業を終了するように努め、通勤・通学などに支障がないように実施します。夜間は、異
常降雪時のみ行います。ご理解とご協力をお願いします。
　国道と一部の県道は常時交通の確保を目標としており、市道とは除雪基準が異なります。

朝は７時30分、夕方は５時30分まで作業時間

・除雪作業中は、除雪車に近寄らないでください。子どもにも指導をお願いします。
・除雪路線に、自動車・バイクなどを駐車しないでください。全路線駐車禁止です。
・除雪作業の支障とならないよう、道路上に張り出ている枝は、枝おろしをしてください。
・除雪路線沿線の田・空き地などは、雪押し場や投雪場として引き続きご協力をお願いします。
・除雪作業による乗入れ口などの残雪処理は、個人で処理してください。
・除雪路線、消雪パイプ路線の雪

せ っ ぴ

庇落とし作業にご協力ください。危険か所は、建設課にご連絡ください。
・押雪や投雪で支障のある場所は、ポールなどに赤い布を結ぶなど、目印を付けてください。
　（高さが４ｍ程度あると、作業員が見つけやすくなります）
・屋根雪や宅地内などの雪は、道路に出さないでください。スリップ事故などの原因となります。
・歩道にビニールホースなどを敷設しないでください。歩道除雪の妨げとなり、子どもたちの通学などに

影響します。
・流雪溝や道路側溝の蓋を、開けたまま放置しないでください。転落や破損など、事故の原因となります。

蓋をしっかり閉めてください。
・早朝の歩行時などは、運転手から見えやすいように反射タスキ・反射テープなどを装着してください。

注意点とお願い

・ノズル散水量の調整（散水距離
20cm程度）を行ってください。

・定期的にパイプ末端のドレーン
（泥はき口）を開け、管内のつま
りを解消してください。

・市道・県道・国道の消雪パイプ
は、第２融雪制度により午後２時
～３時と午後４時～５時の各１時
間（若干の誤差あり）は送電が停
止され、散水が停止します。

消雪パイプの注意点

■市道　市役所 建設課 維持管理班
　　　☎773−6674　休日・夜間☎773−6660

■県道と国道291号・253号（八箇峠道路含む）・353号
南魚沼地域振興局 維持管理課
☎772−2249　休日・夜間 ☎772−2600

■国道17号（美佐島交差点が管理境界）
小出側　長岡国道事務所 小出維持出張所 ☎025−792−0839
湯沢側　長岡国道事務所 湯沢維持出張所 ☎784−1177

【問合せ】
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【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
７
８
８

−

０
２
２
０

※
掛
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

水
道
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
１

平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

冬
期
間
（
12
月
～
４
月
）
は
、
積
雪
の

た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。こ
の
期
間
は
、

概
算
料
金
で
毎
月
請
求
を
し
ま
す
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

Ａ
．
前
年
の
使
用
水
量
か
ら
推
計
し
た
料

金
で
す
。前
年
の
冬
期
間
使
用
水
量（
前

年
デ
ー
タ
が
な
い
場
合
は
、
直
近
の
使

用
水
量
）
か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の
水

量
を
認
定
し
ま
す
。
認
定
水
量
を
も
と

に
計
算
し
た
料
金
が
、
冬
期
概
算
料
金

で
す
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す
れ
ば
わ

か
る
の
？

Ａ
．
１
月
上
旬
に
「
冬
期
認
定
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
可
能
な

の
？

Ａ
．
可
能
で
す
。
認
定
水
量
と
実
際
の
使

用
水
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
や
、

使
用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支

給
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
前
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し
た

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
条
件
（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

・
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る

・
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

・
平
成
31
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

対
象
受
診
期
間

　

平
成
31
年
４
月
～
32
年
３
月

補
助
金
額　
１
０
，
０
０
０
円

締
切
り　
平
成
31
年
５
月
31
日
㈮

申
込
み　
市
民
課 

国
保
年
金
係
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
電
話
受
付
は
、
市
民
課 

国
保
年
金
係

の
み

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
は
、
住
民
健

診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
や
基
本
検
査
・
オ

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い
つ
？

Ａ
．
６
月
で
す
。
来
年
５
月
に
検
針
を
再

開
し
、６
月
に
精
算
を
し
ま
す
。５
月
の

検
針
ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る
場

合
は
、そ
の
と
き
に
精
算
と
な
り
ま
す
。

精
算
料
金
は「
冬
期
精
算
通
知
書
」を
郵

送
し
ま
す
。内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
実
際
の
使
用
水
量
で
料
金
を
支
払
う

に
は
？

Ａ
．
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

報
告
す
る
「
自
主
検
針
」
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

倉
庫
や
作
業
所
、地
区
の
集
会
所
な
ど
、

水
道
の
利
用
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
注
意

が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を
行
い
、
漏
水

を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
休

止
手
続
き
を

休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ

ん
。

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の
営

業
時
間

月
～
土
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時
、
日
曜
日
は
午
前
９
時
～
正
午
、
営

業
し
て
い
ま
す
。

プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、
受
診
を
希
望

す
る
健
診
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。【

問
合
せ
】環
境
交
通
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭
ま
で
「
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
冬
の
道 

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
で 

減
ら
す

事
故
」

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

・
冬
道
の
安
全
走
行

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
本
人
、
同
乗
者
、

酒
の
提
供
者
が
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
生
を

大
き
く
狂
わ
せ
ま
す
。「
飲
酒
運
転
を
絶

対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。



市報 みなみ魚沼　平成30年12月1日発行 6

【問合せ・申込み】市民課 国保年金係　☎773－6661

平成31年度 国保の人間ドック費用助成受付開始
～対象者は市の国民健康保険（国保）の加入者です～

市の国民健康保険加入者の疾病予防と早期発見・早期治療、健康保持・増進を図るため、下表の検診機
関で人間ドックを受診した場合の費用を助成します。

申込期間　12月３日㈪～平成31年１月15日㈫
受付窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　平成31年４月～ 32年３月
助 成 額　16,000円（定額）
※基本料金に含まれないオプションなどは、すべて自己負担となります

・申請日からドック受診日までの間に継続して国保に加入している人が、助成を受けることができます
・市が行う住民健診を受ける場合は、人間ドックの費用を助成できません
・乳がん・子宮頸がん検診は、人間ドックの基礎項目に入っていません。「住民健診」の乳がん・子宮頸が

ん検診は、検査対象になっている場合に受けることができます
・胃カメラの定員を定める湯沢町保健医療センターでは、定員に達した時点で胃カメラの受付を終了しま

す。湯沢町保健医療センターで胃カメラを希望する人は早めにお申し込みください
・期間内に申込みがないと、助成対象となりません
・助成が受けられるのは、上の表にある検診機関のみです
・日程などは、検診機関と調整後に通知します。申込み状況で、希望月にならない場合があります

※ドック費用額は、平成30年度の額を参考に掲載。平成31年度のドック費用額は、平成31年３月末までに決
まります。基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせください

金額と定員� ［　］内は胃カメラを希望した場合の金額

検診機関 ドック費用額 差引
個人負担額

定員
（全体）

定員
（胃カメラ）

小出検診センター
☎025-792-3365
日程・内容については、十日町検診センター
☎025-752-6196

38,880円
 ※バリウムのみ 22,880円 上限なし

ゆきぐに大和病院（健友館）
☎777-4477

38,800円
［43,800円］

22,800円
［27,800円］ 上限なし 上限なし

湯沢町保健医療センター
☎785-5005

35,640円
［39,420円］

19,640円
［23,420円］ 上限なし 100人

長岡健康管理センター
☎0258-28-3666

36,720円
［41,040円］

20,720円
［25,040円］ 上限なし 上限なし

注意点

・昭和59年４月１日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格がある
　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。５ページの助成制度をご利用ください）
・国民健康保険税の滞納がない
・検診結果を、市が閲覧・管理・保存することに同意できる
・検診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる

助成対象　※すべてに該当すること
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南魚沼市長　あて
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市の行う保健活動のため、検診機関が
検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。

（特定保健指導を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）
　平成　　　年　　　月　　　日

世帯主
住　所

〒949-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アパート・マンション名）
南魚沼市

氏　名 ㊞ 電話番号 　　　　－　　　　－

南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書
申込期限
平成31年
１月15日㈫

注意点
○電話・郵送・ファックスでの受付はできません。
○受付は、先着順です。
○期限内にお申し込みください。
○提出時に受付証をお渡します。
○年齢は、平成31年４月１日現在でご記入ください。

【希望する項目の にチェック を記入してください】
↓太枠の中を記入してください

受　付　印

① 保険証番号 （市役所記入欄） 検診希望月

氏
名

生年月日 年齢 性別 □平成 　年 　月（上旬・中旬・下旬）

昭和　　 年　　 月　 　日 　　歳 男・女 □特に希望しない
検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎

□小出検診センター □なし □バリウム □あり □なし □あり □なし □あり □なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし □バリウム
□胃カメラ（鼻） □胃カメラ（口） □あり □なし □あり □なし

□湯沢町保健医療センター □なし □バリウム
□胃カメラ（口）

□あり □なし
乳腺超音波検査（エコー）□あり □なし

□長岡健康管理センター □なし □バリウム
□胃カメラ（鼻） □胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー □なし

□あり □なし □あり □なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　□塩沢庁舎　□大和庁舎　□大巻開発センター

② 保険証番号 （市役所記入欄） 検診希望月

氏
名

生年月日 年齢 性別 □平成 　年 　月（上旬・中旬・下旬）

昭和　　 年　　 月　 　日 　　歳 男・女 □特に希望しない
検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎

□小出検診センター □なし □バリウム □あり □なし □あり □なし □あり □なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし □バリウム
□胃カメラ（鼻） □胃カメラ（口） □あり □なし □あり □なし

□湯沢町保健医療センター □なし □バリウム
□胃カメラ（口）

□あり □なし
乳腺超音波検査（エコー）□あり □なし

□長岡健康管理センター □なし □バリウム
□胃カメラ（鼻） □胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー □なし

□あり □なし □あり □なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　□塩沢庁舎　□大和庁舎　□大巻開発センター

※ゆきぐに大和病院（健友館）と湯沢町保健医療センターは、送迎を行いません。小出検診センターは、
大和庁舎への送迎は行いません。長岡健康管理センターは、本庁舎・大和庁舎のみの送迎となります
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【
問
合
せ
】消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２

−

５
３
３
０

防
火
標
語・ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す

　

南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
で

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
作

品
の
中
か
ら
、優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
来
年
度
の
防
火
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
南
魚
沼
地
域
の
火
災
予
防
運
動

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

防
火
の
輪
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

市
民
会
館

　

12
月
１
日
㈯
～
９
日
㈰

塩
沢
公
民
館

　

12
月
10
日
㈪
～
20
日
㈭　

防
火
標
語

最
優
秀
賞
（
一
般
の
部
）

「
ゆ
び
で
差
し　

声
に
出
し
て

　

火
の
用
心
」

　

池
田 

勝
さ
ん
〔
大
木
六
〕

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）　

「
消
し
た
か
な
？　

不
安
に
な
っ
た
ら

ま
ず
確
認
」

　

大
崎
小
学
校　

藤
島
寧ね

ね々

さ
ん

防
火
ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）　

　

大
巻
小
学
校　

廣
田
彩あ

純ず
み

さ
ん

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、離
婚
な
ど
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月
行

っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。

日
時　
12
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

締
切
り

　

12
月
19
日
㈬　

正
午

申
込
み

　

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎773−6660

一日前プロジェクト 災 に害 備 えて

勤務している会社が、仮設トイレなどをリースする業務を行っていたこともあり、震災直後から、
避難施設などにトイレを配送する仕事に追われていました。

トイレを保管しているセンターは山間部にあり、それをトラックに積んで指定の避難施設まで運
ぶのですが、限られた燃料の中でいかに効率良く運ぶか、速やかに届けることができるか、それだ
けを考えていました。

途中の道路ではアスファルトが割れていたり、マンホール部分が盛り上がっていたりと危険な箇
所も多々あり、本当に無我夢中でハンドルを握っていたことを思い出します。

センターでは男性社員３人がカンヅメ状態となり、自分の家族の安否確認やケアよりも避難先施
設への支援を優先させていきました。

私自身、まだ独身なので、両親の無事を確認した段階で脇目も振
らず仕事に専念していましたが『もし妻や子どもがいたら？』と、
いまになって考えることがあります。

それでも「トイレがきて本当に助かりました」という声を聞くた
び、未曾有の震災という非常時に、みなさんの役に立つことができ
てよかったと思っています。

無我夢中で運んだ仮設トイレ　～もし妻や子どもがいたら？～
東日本大震災［平成23年３月］（仙台市若林区　災害当時20代�男）

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２

−

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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テ
ー
マ
展
示

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
ク
リ

ス
マ
ス
の
物
語
、
パ
ー
テ
ィ
ー
料

理
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
本
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
本
も

集
め
ま
し
た
。

年
末
年
始
お
役
立
ち
本

　

年
賀
状
、
大
掃
除
（
片
付
け
）、

お
せ
ち
料
理
な
ど
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
準
備
に
役
立
つ
本
を
紹
介

し
ま
す
。

図
書
館
の
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

２
０
１
８

　

２
０
１
８
年
に
、
図
書
館
で
最

も
読
ま
れ
た
本
を
ラ
ン
キ
ン
グ
と

一
緒
に
紹
介
し
ま
す
。

肝
臓
を
大
切
に
！
お
酒
と
上
手
に

つ
き
あ
お
う

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
、
休
肝
日

な
ど
、
お
酒
と
健
康
に
つ
い
て
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
」「
冬
を
あ
た
た
か
く
元

気
に
過
ご
そ
う
」を
展
示
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
金
曜
ど
う
で
シ
ョ
ー

「
ポ
テ
チ
」

　

伊
坂
幸
太
郎
の
短
編
小
説
が
原

作
の
映
画
。
空
き
巣
を
生な

り

業わ
い

に
す

る
今
村
と
プ
ロ
野
球
選
手
の
尾

崎
。
二
人
の
不
思
議
な
絆
を
描
い

た
、
心
温
ま
る
感
動
の
映
画
を
上

映
し
ま
す
。

出
演
：
濱は

ま

田だ

岳が
く

、
木
村
文ふ

み

乃の

、
大

森
南な

お朋
ほ
か

日
時　
12
月
21
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
40
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
ど
な
た
で
も

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
新
潟
偉
人
伝
４
」

　

新
潟
県
が
生
ん
だ
偉
人
の
生
涯

を
紹
介
し
た
作
品
を
上
映
し
ま

す
。
今
回
は
、
吉
田
東と

う

伍ご

、
杉
本

鉞え
つ

子こ

、
亀
倉
雄ゆ

う

策さ
く

、
中
村
十じ

ゅ
う
さ
く作
、

水
島
あ
や
め
、
佐
々
木
象し

ょ
う
ど
う堂
、
富

岡
惣
一
郎
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
35
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
12
月
９
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
手
遊
び
、
手
袋
人
形
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
、
紙
芝

居
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

※
休
み　

12
月
26
日
㈬
、
平
成
31

年
１
月
２
日
㈬

ク
リ
ス
マ
ス
会　
12
月
19
日
㈬

　

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
劇

日
時　
12
月
15
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
劇
・
合
唱
、

本
の
紹
介
、工
作「
ソ
リ
に
乗
っ

た
サ
ン
タ
さ
ん
」
作
り
ほ
か

対
象　

　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演　

六
日
町
高
等
学
校
演
劇

部
・
音
楽
部
、
ふ
う
せ
ん
の
会

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ク
リ
ス
マ
ス
会
！

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
を

行
い
ま
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
12
月
21
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

11
月
15
日
㈭
に
、
塩
沢
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替

え
ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室

は
12
月
20
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定

で
す
。

「
図
書
館
川
柳
」
募
集

　

本
に
ま
つ
わ
る
川
柳
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
館

内
で
掲
示
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
本
」

募
集
期
間　
12
月
３
日
㈪
～

平
成
31
年
２
月
４
日
㈪

　
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

応
募
作
品　
１
人
１
作
品

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
図
書

館
に
提
出

・
応
募
用
紙
配
布
場
所

　

図
書
館
、
各
公
民
館
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

応
募
資
格　
南
魚
沼
市
民
、

市
図
書
利
用
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人

入
賞　
優
秀
賞
１
人
、
佳
作

２
人
、
特
別
賞
若
干
名

表
彰
式　
平
成
31
年
２
月
24

日
㈰

掲
示
期
間　
平
成
31
年
２
月

24
日
㈰
～
３
月
11
日
㈪

月～金9：30～20：00（土日祝日19：00まで）
休館：６日㈭、20日㈭（図書整理日）

南魚沼市

☎777-4671　火～日 9：00～19：00　休館：月曜日（祝日の
場合は翌日）

大　和

☎782-0100　9：00～20：00（月土日祝日17：00まで）塩　沢
南 魚 沼 市：12月31日㈪～１月３日㈭
大和・塩沢：12月29日㈯～１月３日㈭

年末年始
の休館

12月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773︲6677

みんなの図書館

まなびのひろば
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　フランスで活躍した日本人画家藤田嗣治の没後50
年にちなみ、藤田の油絵・版画や、同時期に活躍し
た画家たちの作品を展示。

「藤田嗣
つ ぐ

治
は る

とフランスに魅了された画家たち」

　儀礼用カヌー、精霊像、精霊堂の模型、祖霊の仮
面、割れ目太鼓、食器、腕輪、ペンダント、ストー
リーボード、漁労具、槍など貴重でユニークな作品
63点を展示。

「セピック・アート（造形美術）の世界」

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　平成31年２月24日㈰まで

☎ 783-4500 ℻ 783-3388 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

12月は毎日開館します

［JR六日町駅１階］☎770-1173　¥  一般500円／小中高250円
URL http://m-uonuma.jp/look/bunka/munakata_art_statiaon

棟方志功アートステーション
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

12月は毎日開館します

「棟方志功が描く美女展」
期間　平成31年３月21日（木・祝）まで
　「棟方志功作品をもっとたくさん見たい」という
多くの声に応えて、棟方志功作品のみを展示。美女
が描かれた、さまざまな棟方志功の作品を多数展示
します。

☎ 780-4080　℻ 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下（無料）

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

12月の休館：毎週水曜日、25日㈫、29日㈯～31日㈪

「六日町絵画講座　風展」
期間　12月24日（月・振休）まで
　永井昭

しょうじ

司さんが講師をつとめる、六日町絵画講座
の講座生による作品展。
作品解説会　12月１日㈯　13：30～14：30
「第63回 南魚沼郡市児童生徒美術展」
期日　12月27日㈭～平成31年１月15日㈫
　南魚沼市と湯沢町の子どもたちの作品約500点を
展示します。　※期間中は入館無料
作品鑑賞会　12月27日㈭　10：00～10：45
講師：上関小学校 校長　青木善

よしはる

治さん

南魚沼市民会館

☎773-5500　℻ 772-8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
12月の休館：３日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫、29日㈯～31日㈪

【冬期割引を行います】
　冬期間の会場利用料と付属設備利用料が営利目的
などの催しを除き、通常の８割相当額となります。
ぜひ、ご利用ください。※詳しくは、市民会館まで
期間　12月1日㈯～平成31年３月31日㈰
【無断・夜間駐車を行わないでください】
　冬期間、降雪状況により駐車場の除雪作業を行い
ます。作業の妨げになるため、無断駐車・夜間駐車
はご遠慮ください。

☎・℻ 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

12月の休館：毎週火曜日、25日㈫～31日㈪

　屋根の上で、コスキを使い
二人の男が「雪堀り」をして
います。力を入れ雪を突き刺
したり、冷えた手を息で温め
ていたり、人間味ある様子が
描かれています。

『北越雪譜』の挿絵紹介その41

屋
や ね の ゆ き ほ る ず

上雪堀図

城内さんぽ～私の宝物～  錦絵、日本画などを展示
市民ギャラリー  若井健一写真展「帰りたい  故郷に」

ラウンジ展 12月 ［観覧無料］

期間　12月24日（月・振休）まで
　第73回新潟県美術展覧会での入賞・無鑑査作品
の中から、南魚沼市・湯沢町在住者の作品を展示。

「トミオカ南魚県展2018」

期間　平成31年３月17日㈰まで
　雪国で暮らす人々が
感じる季節の移り変わ
りと、そこから生まれ
る心象や感動を表現し
た「雪国シリーズ」を
中心に展示。

富岡惣一郎「雪国」

雪国・晩秋 C

☎775-3646　℻ 775-3650　URL http://www.6bun.jp/white/
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館10：00～17：00 （入館終了16：30） 

12月の休館：毎週水曜日、25日㈫～31日㈪

市民無料の日：８日㈯、18 日㈫

まなびのひろば
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【
問
合
せ・申
込
み
】

　
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２

−

０
１
０
０

【
問
合
せ・申
込
み
】子
ど
も・

　
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

−

６
６
１
１

まなびのひろば

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取

れ
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人
と

交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　
12
月
20
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
修

了
～
39
歳
の
人

締
切
り　
12
月
18
日
㈫

申
込
み

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

鈴
木
牧
之
の
功
績
に
ち
な
ん
だ

雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会
に
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
初

参
加
で
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品　
「
冬
季
雑
詠
」
２
句

１
組
（
複
数
の
応
募
も
可
）

応
募
方
法　
大
会
要
項
に
よ
る

※
要
項
は
塩
沢
公
民
館
ま
で

応
募
料　
１
組
１
，
０
０
０
円

締
切
り　
12
月
25
日
㈫
必
着

発
表

　

平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

　

鈴
木
牧
之
は
、
塩
沢
村
に
明
和

７
年
（
１
７
７
０
年
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
家
業
の
縮ち

ぢ
み商

に
励
み
な

が
ら
文
筆
、
俳は

い

諧か
い

、
書
画
な
ど
の

作
品
を
数
多
く
残
し
ま
し
た
。
雪

国
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
た
代
表
作

『
北
越
雪
譜
』
を
は
じ
め
と
し
た

作
品
を
鈴
木
牧
之
記
念
館
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
鈴
木
牧
之
に
関
連
し

た
石
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

鈴
木
牧
之
の
句
碑

「
川
音
の
日
に
〳
〵
遠
き茂

り
か
な
」

 

〔
塩
沢 

長
恩
寺
境
内
〕

　

牧
之
の
句
を
刻
ん
だ
こ
の
碑

は
、
昭
和
16
年
に
行
わ
れ
た
百
年

祭
に
塩
沢
の
長
恩
寺
境
内
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
石
碑
に
添
え

ら
れ
た
句
は
、
自
筆
の
俳
句
の
短

冊
を
拡
大
し
て
刻
ん
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

「
北
越
雪
譜
之
碑
」

�

〔
塩
沢 

鈴
木
牧
之
記
念
館
前
庭
〕

　

昭
和
44
年
８
月
に
牧
之
誕
生

二
百
年
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
に
「
北
越
雪
譜
之
碑
」
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。石
碑
に
は『
北

越
雪
譜
』
の
「
越
後
縮
」
の
中
か

ら
「
雪
中
に
糸
な
し　

雪
中
に
織

り　

雪
水
に
酒そ

そ

ぎ　

雪
上
に
晒さ

ら

す
」
が
引
用
さ
れ
て
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
石
碑
の
文
字
は
、
牧
之
の

遺
稿
の
中
か
ら
句
の
文
字
を
集
め

て
刻
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

塩
沢
町
役
場
前
に
建
立
さ
れ
た

こ
の
石
碑
は
、
現
在
は
鈴
木
牧
之

記
念
館
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�
・
�

鈴
木
牧
之
の
句
碑

「
そ
っ
と
置
く
も
の
に

音
あ
り
夜
の
雪
」

 

〔
塩
沢 

鈴
木
牧
之
記
念
館
前
庭
〕

「
花
に
来
て
思
わ
ぬ
雨
の舎や

ど

り
か
な
」

 

〔
思
川 

天
昌
寺
境
内
〕

　

平
成
２
年
に
行
わ
れ
た
牧
之

１
５
０
年
忌
記
念
事
業
で
は
、
雪

の
句
を
刻
ん
だ
石
碑
が
鈴
木
牧
之

記
念
館
前
庭
に
、
花
の
句
を
刻
ん

だ
石
碑
が
思
川
の
天
昌
寺
境
内
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

《
参
考
資
料
》

『
魚
沼
の
文
芸
史
話
』、『
江
戸
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
北
越
雪
譜
』

73

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課�
郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

開
催

第
61
回
雪
譜
ま
つ
り
俳
句

大
会
作
品
募
集
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締 切 り　12月12日㈬　21：30　
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに必要事項を記入し、フロントに提出
　※電話での申込みはできません
選考方法　申込みが定員を超えた場合、12月14日㈮17：00からディスポート南魚沼２階 ロビーで抽選を

行い、結果をハガキでお知らせします。

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949−6611 南魚沼市坂戸372ディスポート南魚沼内
　　　　　　　　　ディスポート☎773−6620　スポパラ☎773−3210

ディスポート南魚沼
12月の休館日：３日㈪、10
日㈪、17日㈪、25日㈫
年末年始の休館日：12月29
日㈯～平成31年１月３日㈭
※12月26日㈬～28日㈮の営

業は、９：00～17：00。プー
ルの利用不可

第３期（１月～３月）水泳教室 参加者募集

新規 今年度初めて参加する人　再受講 第１期か第２期に参加していた人　JSC会員 ジュニアスポーツク
ラブ会員

・上記受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
・未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、

会員割引を適用）
・締切り後、空きのある教室は、12月15日㈯９：00～28日㈮17：00に先着順で追加募集を実施（２教室目

の受講も可能）

コース 開催曜日・時間 対象者：対象 ・内容：内容 受講料
会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日　19：00～19：50

対象 平成31年１月31日㈭時点で３歳
以上のオムツがとれている未就学
児と保護者

内容 親子で水慣れ

保護者が
会員の場合
親子新規
1,540円
幼児新規
820円

再 受 講
3,080円

１教室に
つき

5,650円

ミニアクア
のみ

3,080円

幼　児
水曜日～土曜日
全５コース
※時間は曜日で異なります

対象 平成31年１月31日㈭時点で５歳
以上の未就学児

内容 水慣れから初歩のクロール

初　級
水曜日～土曜日
全７コース
※時間は曜日で異なります

対象 小学生
内容  水慣れ・顔つけから、中級コース

をめざす小学生
新　　規

無 料

再 受 講
3,080円

 JSC会員  
3,600円

２教室目から
3,080円

ミニアクア
が２教室目
か再受講の

場合
2,050円

レディース 火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

対象 16歳以上の女性
内容 クロールが泳げるように

一　般
水曜日　19：00～20：00 対象 中学生以上

内容 顔つけ・水慣れから

金曜日　13：00～14：30 対象 16歳以上
内容 ４泳法の上達

シニア 水曜日　14：00～15：00 対象 おおむね60歳以上
内容 水泳による筋力・体力づくり

水
中
運
動
教
室

エンジョイ
アクア 火曜日　20：10～21：00

対象 16歳以上
内容 水の抵抗を利用した筋力アップ、

体力アップ

アクアエク
ササイズ　 水曜日　11：10～12：00

ミニアクア 木曜日　14：20～14：50
水中歩行 金曜日　11：00～12：00

まなびのひろば
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　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられます。

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３

−

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
ひ

ろ
げ
よ
う
。
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の

人
、上
の
子
を
連
れ
た
人
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

お
住
い
の
地
域
以
外
の
会
場
に
も
参
加

で
き
ま
す
。

共
通
事
項

対
象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

参
加
費　
一
人
10
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
六
日
町
地
区�

第
４
回�

そ
だ
ち
学
級
＆

冬
の
親
子
サ
ロ
ン�

第
１
回
合
同
開
催

日
時　
12
月
12
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

内
容　
立
体
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

作
り
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
を
楽

し
み
ま
す

五
十
沢
地
区�

第
１
回�

そ
だ
ち
学
級

日
時　
12
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

休
館　
12
月
31
日
㈪
・
平
成
31
年
１
月

１
日（
火
・
祝
）

時
間
変
更　

　

平
成
31
年
１
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

通
常
営
業　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

　

（
受
付　

午
後
９
時
ま
で
）

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
３

−

３
２
９
０

南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
年
末
年
始
利
用

内
容　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
ク
リ
ス
マ
ス
」

大
和
地
域�

第
３
回�

そ
だ
ち
学
級

日
時　
12
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　
「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
～
サ

ン
タ
と
あ
そ
ぼ
う
～
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す

城
内
地
区�

第
２
回�

そ
だ
ち
学
級

日
時　
12
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
」プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

・上記受講料のほかに、プール入場料が必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで

コース 期　間 開催曜日・
時間 参加対象者 回　数 受講料

会　員 一　般

ビーバー
＜通年＞

後期
（１月～３月）

土曜日
10:00～
10:50

年齢 小学生以上
泳力 面かぶりクロールで７

ｍ以上泳げること （全45回）
後期
11回

後期
3,080円

JSC会員
後期

4,620円

後期
6,170円

イルカ
木曜日

20:00～
21:00

年齢 小学生以上
泳力 ２泳法で25ｍ以上泳げ

ること

締 切 り　12月８日㈯　21：30　
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、

フロントに提出　※電話での申込みはできません
選考方法　12月11日㈫19：00から泳力テストを行います（入場料無料）

日時　12月９日㈰ 12：00～13：30　　定員　６人（先着順）
会場　ディスポート南魚沼１階 トレーニングルーム
対象　中学生以上　　申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

参

加

料

会　員 無　料

一　般 200円

長期スイミングスクール（通年）参加者募集

ディスポート南魚沼 トレーニングルーム マシン使用法講習会

まなびのひろば
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
市
報
６
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
、

規
定
の
回
数
を
接
種
し
て
い
な
い
子
ど
も

が
多
く
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
４
月
２
日
生
～
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
接
種
期
限
は

20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
忘
れ

ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
、
７
歳
半
に
な
る
前
に
１
期
３

回
の
接
種
が
必
要
で
す
。（
一
部
特
例
あ

り
）

※
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の
差
し
控
え
が
あ

っ
た
時
と
は
別
の
ワ
ク
チ
ン
で
す

規
定
回
数

１
期　
初
回
２
回
・
追
加
１
回
（
計
３
回
）

２
期　
１
回
の
み

※
母
子
健
康
手
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

接
種
券
が
な
い
場
合
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
、
保
健
課
、
総
合
窓
口
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
看
護
職
の
資
格
は
あ
る
が
、
再
就
職

へ
の
不
安
が
あ
る
」「
早
く
現
場
に
戻
り

た
い
」「
看
護
職
を
め
ざ
し
た
い
」
な
ど

の
希
望
や
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
専
任
の
相
談
員

（
看
護
職
）
が
県
内
就
業
の
看
護
職
を
親

身
に
な
っ
て
応
援
し
ま
す
。
相
談
内
容
は

守
秘
し
ま
す
。
ま
た
、
求
人
施
設
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

市
内
の
相
談
窓
口
が
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和

病
院
内
か
ら
図
書
館
（
六
日
町
駅
前
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ラ
ラ
内
）
に
移
転
し

ま
し
た
。

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務

・
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
看
護
職
へ
の
再
就
職

に
関
す
る
相
談

・
看
護
職
を
希
望
す
る
学
生
の
就
職
・
進

学
に
関
す
る
相
談

・
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
の
悩
み
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
相
談

開
設
日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

相
談
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。（送迎は午前中のみ）

１日 ２日
堀内 休診 休  診

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日
髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診
10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 休  診 休  診
17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診
（祝日）

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日
休  診

（振替休日） 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 休  診
（年末年始） 休  診

31日
休  診

（年末年始）

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月曜～土曜　〈受付〉  8：30～11：30　〈診療〉  9：00～ 

午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30～16：00　〈診療〉14：00～
【問合せ】 城内診療所　☎775−2009

【
問
合
せ
】保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
者
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
南
魚
沼
相
談
窓
口

☎
０
７
０

−

２
１
７
５

−

６
０
１
２

メ
ー
ル
：nc6012@

　
　
　
　

niigata-kango.com

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
が
移
転
し
ま
し
た

けんこうひろば
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
民
バ
ス
の
社
会
実
験
と
し
て
、
年
末

年
始
の
運
休
期
間
の
う
ち
、
12
月
29
日

㈯
・
30
日
㈰
の
２
日
間
、
臨
時
運
行
を
行

い
ま
す
。
年
末
の
買
い
物
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
臨
時
運
行
の
経
路
、
時
刻
、
料
金
は
、

通
常
の
運
行
と
同
じ
で
す

　

第
一
上
田
小
学
校
と
第
二
上
田
小
学
校

を
統
合
し
、
平
成
32
年
度
に
「
上
田
小
学

校
」
と
し
て
開
校
す
る
予
定
で
、
現
在
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
小
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
章
を

募
集
し
ま
す
。

※
校
名
は
、
市
教
育
委
員
会
や
市
議
会
の

承
認
を
受
け
て
、
正
式
決
定
と
な
り
ま

す

　

南
魚
沼
市
議
会
の
12
月
定
例
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

誰
で
も
傍
聴
が
で
き
、
途
中
で
入
退
場

も
で
き
ま
す
。気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

会
場　
本
庁
舎
３
階 

議
場

日
程
（
予
定
）　

12
月
３
日
㈪　
市
長
所
信
表
明
・
議
案
審

議
ほ
か

12
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮

　

各
種
委
員
会

12
月
10
日
㈪
～
12
日
㈬

　

一
般
質
問

12
月
14
日
㈮

　

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

※
日
程
は
11
月
22
日
㈭
に
正
式
決
定
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

　

一
般
質
問
の
日
は
、
通
告
内
容
を
ま
と

め
た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
、
宿
直
窓

口
）
で
配
布
し
ま
す
。（
日
程
の
詳
細
と

一
般
質
問
通
告
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
も
掲
載
）

【
問
合
せ
】

　
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
２

12
月
29
日・30
日
、市
民
バ
ス
の
年
末

臨
時
運
行
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ・申
込
み
】　
学
校
教
育
課

　
〒
９
４
９

−

６
６
８
０

　
南
魚
沼
市
六
日
町
８
６
５
番
地

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

−

６
７
０
３

メ
ー
ル
：gakusyom

u@
city.

m
inam

iuonum
a.lg.jp

校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

【
参
考
】
現
在
の
校
章

２
校
の
特
色

　

２
校
と
も
自
然
豊
か
で
環
境
教
育
が
充

実
し
て
い
る
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深

く
、
地
域
の
良
さ
に
触
れ
る
学
習
や
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

募
集
期
間　
12
月
１
日
㈯
～
平
成
31
年
１

月
31
日
㈭

要
領　
デ
ザ
イ
ン
の
大
き
さ
は
、
縦
10
㎝

×
横
10
㎝
程
度
、
色
は
自
由
（
用
途
に

よ
り
モ
ノ
ク
ロ
で
使
用
す
る
場
合
あ
り
）

※
使
用
す
る
用
紙
サ
イ
ズ
は
自
由

申
込
み　
校
章
デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
説
明
、

住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
を
記
載
し
た

応
募
用
紙
（
応
募
用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
か
任

意
様
式
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

応
募

注
意
事
項

・
作
品
は
、
未
発
表
で
自
作
の
デ
ザ
イ
ン

に
限
る
（
他
の
著
作
権
に
触
れ
な
い
も

の
）

・
応
募
に
関
す
る
経
費
は
応
募
者
の
負
担

・
作
品
の
返
却
は
不
可

・
応
募
は
１
人
何
点
で
も
可
（
１
作
品
ご

と
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
）

・
採
用
作
品
に
関
す
る
著
作
権
な
ど
の
一

切
の
権
利
は
、
統
合
協
議
会
に
帰
属

・
第
三
者
か
ら
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
異

議
申
立
・
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
費

用
負
担
な
ど
を
含
め
て
応
募
者
が
対
応

す
る
こ
と

・
採
用
作
品
に
統
合
協
議
会
で
手
を
加
え

る
場
合
あ
り

選
考　
統
合
協
議
会
で
審
査
を
行
い
、
決

定
し
ま
す
。

※
採
用
者
に
謝
礼
を
贈
呈
。
採
用
者
の
名

前
、
作
品
は
、
市
の
広
報
な
ど
に
掲
載

【
問
合
せ
】議
会
事
務
局

☎
７
７
３

−

６
６
５
０

市
議
会
を
傍
聴
に
来
ま
せ
ん
か

第二上田小学校 第一上田小学校教
育
目
標
：

　
き
ら
り 

ほ
の
ぼ
の 

上
田
っ
子

教
育
目
標
：

　
自
ら
学
び 

豊
か
な
心
で
や
り
ぬ
く
子

掲示板　市などからのお知らせ
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市などからのお知らせ　掲示板
　

「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ
も
り

が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か
気
持
ち
が

沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知

症
」
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ
の

家
族
な
ど
の
相
談
に
、
精
神
科
の
専
門
医

が
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
程　
12
月
11
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

会
場

　

湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
〔
湯
沢
町

大
字
湯
沢
〕

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、
相

談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
に
は
、
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
い
て
８
日
間
か
か
り
ま
す
。

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
は
、

12
月
18
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
内
の
受
け
取
り
は
12
月
28
日
㈮
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

　

新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
体
験
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材

を
「
に
い
が
た
『
な
り
わ
い
の
匠
』」
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で

は
、現
在
１
４
３
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
な
り
わ
い
の
匠
」
の
認
定
を
受
け
た

い
人
や
興
味
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
に
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
12
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階　

第
１

会
議
室

「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
２
（
断
面
図
・
立
面

図
の
作
成
）」
受
講
生
募
集

対
象　
就
業
し
て
い
る
人

内
容　
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
、
木
造

住
宅
の
伏
図
や
断
面
図
・
立
面
図
の
作

成
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　

各
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
〔
魚
沼
市

堀
之
内
〕

定
員　
８
人

受
講
料　
２
，
４
０
０
円

持
ち
物　
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
で
学
ぶ
建
築
製

図
の
基
本
（
発
行
：
㈱
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ

ジ
）

締
切
り　
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

申
込
み　
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

国
際
大
学
研
究
所
で
は
、（
公
財
）
新

潟
県
国
際
交
流
協
会
の
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※
市
報
９
月
１
日
号
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
、
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東と
う

部ぶ

地

震
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
が
、
日
程

を
変
更
し
て
開
催
し
ま
す

日
時　
12
月
７
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
国
際
大
学 

松
下
図
書
情
報
セ
ン

タ
ー
３
階 

ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　

ア
メ
リ
カ
の
中
の
ア
ジ
ア

　

～
ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
実
像
～

講
師　

渡わ
た

辺な
べ

将ま
さ

人ひ
と

さ
ん
（
北
海
道
大
学 

准
教
授
）

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人

締
切
り　
12
月
６
日
㈭
（
当
日
申
込
み
も

可
）

申
込
み　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

☎
７
７
２

−

８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ
】市
民
課 

市
民
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

−

７
９
４

−

２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成
31
年
１
月
受
講
生
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林
振
興
部

　
企
画
振
興
課

☎
７
７
２

−

３
９
１
８

に
い
が
た「
な
り
わ
い
の
匠
」認
定
事

業
説
明
会
を
開
催

締
切
り　
12
月
10
日
㈪

※
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
な
り
わ
い

の
匠
」
の
説
明
や
認
定
者
を
公
開
し
て

い
ま
す
（「
な
り
わ
い
の
匠
」
で
検
索
）

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
国
際
大
学
研
究
所 

教
務
事
務
室　

　
　
　
　
☎
７
７
９

−

１
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
９

−

１
１
８
７

メ
ー
ル
：ori

＠iuj.ac.jp

国
際
大
学
研
究
所
主
催

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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人
気
の
パ
ン
屋
さ
ん
を
乗
せ
た
「
パ
ン

列
車
」
が
走
り
ま
す
。

　

十
日
町
駅
前
で
は
、
個
性
豊
か
な
小
さ

な
お
店
や
、
移
動
販
売
車
な
ど
の
市
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
は
、
12
月
31
日
㈪
時
点

の
就
業
状
況
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

調
理
師
法
第
５
条
の
２
に
基
づ
き
、
２

年
に
一
度
、
就
業
状
況
の
届
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
期
間　
平
成
31
年
１
月
１
日（
火・祝
）

　
～
15
日
㈫

届
出
先　
勤
務
地
を
所
管
す
る
地
域
振
興

局 

健
康
福
祉
環
境
部

　

詳
し
く
は
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局（
田
村
）

☎
０
９
０

−
４
９
４
３

−

６
１
２
８

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環

境
部
（
保
健
所
） 
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

−

８
１
３
７

調
理
師
免
許
取
得
者
は
就
業
届
け
を

忘
れ
ず
に

　

パ
ン
を
買
う
つ
い
で
に
、
ほ
く
ほ
く
列

車
で
小
旅
行
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
12
月
９
日
㈰

　

午
前
８
時
56
分
～
午
後
２
時
30
分
ご
ろ

※
列
車
内
に
入
る
た
め
の
入
場
券
（
無
人

駅
は
不
要
）
か
、
乗
車
券
が
必
要

電
車
運
行
に
関
す
る
問
合
せ

　

北
越
急
行
㈱

　

☎
０
２
５

−

７
５
２

−

０
７
７
０

停
車
駅
の
着
・
発
時
刻

十
日
町
駅

午
前
８
時
56
分
～
９
時
52
分

（
56
分
停
車
）

六
日
町
駅

午
前
10
時
３
分
～
10
時
50
分

（
47
分
停
車
）

虫
川
大
杉
駅

午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
12
分

（
52
分
停
車
）

く
び
き
駅

午
後
０
時
19
分
～
１
時
11
分

（
52
分
停
車
）

ま
つ
だ
い
駅

ま
つ
だ
い
駅

午
後
１
時
31
分
～
２
時
11
分

（
40
分
停
車
）

※
時
刻
に
若
干
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す

各
駅
の
催
し
内
容

・
十
日
町
駅
構
内
（
午
前
９
時
～
）
ナ
ナ

シ
の
マ
ル
シ
ェ
＋
コ
ー
ヒ
ー
マ
ニ
ア

・
く
び
き
駅
構
内
（
午
前
11
時
～
）
小
さ

な
マ
ル
シ
ェ

※
入
場
券
な
ど
は
不
要

カ
ル
ガ
モ
と
マ
ガ
モ
は
八
色
の
森
公

園
で
一
年
中
み
ら
れ
る
カ
モ
で
す
が

（
留

り
ゅ
う
ち
ょ
う

鳥
と
い
い
ま
す
）、
カ
モ
類
の
多
く
は

越
冬
の
た
め
に
日
本
に
く
る
渡
り
鳥
で
す

（
冬
鳥
と
い
い
ま
す
）。
そ
の
た
め
、
冬
に

な
る
と
八
色
の
森
公
園
の
「
光
の
池
」
と

「
自
遊
池
」
に
は
カ
モ
類
が
増
え
て
賑
や

か
に
な
り
ま
す
。

八
色
の
森
の
池
は
浅
い
た
め
、
雪
が
積

カ
モ

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０

−

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

❽

も
る
と
水
面
が
な
く
な
り
、
残
念
な
が
ら

園
外
の
池
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
雪
で

池
が
埋
ま
る
ま
で
の
期
間
と
雪
解
け
で
水

面
が
現
れ
て
か
ら
が
、
八
色
の
森
の
カ
モ

類
の
観
察
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

平
成
29
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
の
冬

は
、
カ
ル
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
キ

ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
、
オ
シ
ド
リ
、
ミ
コ
ア
イ

サ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
、
今
年

の
冬
は
ど
ん
な
カ
モ
た
ち
に
会
え
る
で

し
ょ
う
か
。
な
お
、
公
園
内
に
三
羽
い
る

白
い
カ
モ
は
ア
ヒ
ル
で
す
。
飼
育
し
て
い

る
も
の
が
逃
げ
た
も
の
で
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様
か
ら
、

１
０
０
，
０
０
０
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掲示板　市などからのお知らせ
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市などからのお知らせ　掲示板

市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し平成29年度に完成した公共工事で、特に優
秀な成績をおさめた５工事と５人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
11月16日㈮ 優良工事・優秀技術者表彰式　優良工事５件・優秀技術者５人を表彰

【問合せ】財政課 契約検査班　☎ 773−6671

受注者　山﨑・種村・新潟砂利・宮仲特定共同企業体
優秀技術者　片桐 美

み

知
ち

明
あき

さん
受賞理由　工事が完了した教室から順次学校に引き渡

すなど、教育活動に極力支障が無いよう綿密な調整、
工程管理を行った施工が評価されました。

八海中学校大規模改造工事（建築） ①

受注者　株式会社 大栄建設
優秀技術者　行方 脩

おさむ

さん
受賞理由　位置が不明確な地下埋設物がある中、細心

の注意を払い施工し、工期に余裕を持ちながら満足
いく出来ばえで完成させたことが評価されました。

市道駅裏小栗山線　側溝改良工事 ③

受注者　新潟砂利･上越建設･宮仲開発特定共同企業体 
優秀技術者　岡崎 昭一さん
受賞理由　施工順序や時期に制限がある中、学校施設

という環境を考慮した施工改善の提案を行い、使い
やすい仕上がりになったことが評価されました。

八海中学校野球場等グラウンド整備（土木）工事 ⑤

受注者　伊米ヶ崎･新潟砂利･井口建設特定共同企業体
優秀技術者　覚

がくはり

張 幹夫さん
受賞理由　２か年にわたる工程の中、関連工事と綿密

な調整を行い、余裕を持って完成させるとともに、
多くの提案を行った優れた施工が評価されました。

し尿等受入施設建設（土木建築）工事 ②

受注者　小島・富山・ミドリ 特定共同企業体 
優秀技術者　阿部 正雄さん
受賞理由　２か年にわたる工程の中、関連工事と調整

を行い、余裕を持って完成させるとともに、日常の
出来形管理も的確で優れた品質が評価されました。

し尿等受入施設建設（電気設備）工事 ④

写真前列（中央左は林市長）左から、①行方孝夫さん、種村成
しげ

德
のり

さん、関公
ひろたか

隆さん、②松田学さん、井口誠
まこと

さん、③野沢由
紀男さん、④小島勉さん、中井寛之さん、小杉健一さん、⑤
井口登

のぼる

さん、種村徹
てつ

朗
ろう

さん、後列左から①片桐美知明さん、
④阿部正雄さん、③行方脩さん、②覚張幹夫さん、⑤岡崎昭
一さん
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第14回南魚沼市場まつりが開催されました11月11日㈰
魚沼食品流通センター六日町市場で第14回南魚沼市場まつりが開催さ

れました。
会場では旬を迎えた新鮮な野菜・果物の販売、りんご・みかんの産地・

品種別味比べ、まぐろの解体ショーなどが行われ、大勢の人でにぎわいま
した。

来場者が参加できるせり買いやサイコロゲーム、さんまのつかみ取りな
どにも多くの人が参加し、市場ならではのお祭りを楽しんでいました。

11月９日㈮
南魚沼幼少年夫人防火委員会では、秋の全国火災予防運動に合わせ、塩

沢牧之通りで街頭防火パレードを実施しました。
１日消防署長に塩沢信用組合職員の高野有紀さんと貝瀬奈央子さんが就

任し、牧之保育園の園児と一緒に大きな声で火の用心を呼びかけました。
園児たちは、通りを通行する人たちだけでなく商店や銀行、郵便局など

で働く人にも元気よく火災予防を呼びかけました。塩沢中央公園ステージ
で、園児たちによる踊りの披露も行いました。

塩沢牧之通りで防火パレードを開催しました

10月14日㈰  南魚沼市消防団秋季連合消防演習を実施しました
塩沢小学校グラウンドを会場に、南魚沼市消防団の大和・六日町・塩沢

の各方面隊が合同で秋季連合消防演習を実施しました。
総勢2,269人の団員が参加し、士気向上と技量向上を目的に小型ポンプ

操法、方面隊対抗ホース巻きリレーなどを行いました。
小型ポンプ操法では各方面隊の他に女性消防隊による操法も行われ、迅

速で鮮やかなホースさばきと放水に会場から拍手が送られました。ホース
巻きリレーでは、各方面隊がリレー形式でホースの運搬と巻き取りの速さ
を競いました。

10月14日㈰ 第７回南魚沼コシヒカリRUN in 石打が開催されました
秋の石打地区を駆け抜け新米コシヒカリを味わう、第７回南魚沼コシヒ

カリRUN in 石打が開催され、約640人が参加しました。
参加者は山道と石打丸山スキー場内をコースとしたトレッキングウォー

ク・トレイル駅伝・トレイルランソロ、石打地区の舗装路を走るロードレ
ース、ハーフマラソンの部門にわかれ、秋晴れのなかさわやかな汗を流し
ました。

ゴール後は、石打地区産の炊きたて新米コシヒカリと特製きのこ汁を味
わい、秋の南魚沼市を満喫していました。

10月28日㈰ 第14回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました
大原運動公園から大和公民館までの全長32.5キロメートル、８区間を競

い合う、南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました。過去最多となる109チー
ムが参加し、すがすがしい秋空の下、選手たちは１本のタスキに思いを託
して駆け抜け、沿道からは大きな声援が送られました。

市内出身で専修大学陸上部の長谷川 柊
しゅう

選手がゲストとして第１区を走
り、南魚沼市交流大使でモデルの古澤恵さんがバイクで全区間を先導しま
した。長谷川選手は他の選手より90秒遅れてスタートしましたが、選手
全員を追い抜いて１着でゴールし、会場を盛り上げました。

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
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日にち 行事名・時間・会場など

９日㈰
おはなしのじかん
11：00〜11：30　図書館児童コーナー

13日㈭
プラチナデイ
DVD上映会『新潟偉人伝４』
10：00〜11：35　図書館多目的室

15日㈯
読書のつどい『クリスマス劇』
14：00〜15：30　図書館多目的室

16日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00〜15：00　イオン六日町店２階

19日㈬
絵本のへや（クリスマス会）
※毎週水曜（５日・12日）開催
10：30〜11：30　図書館多目的室

21日㈮

乳幼児親子おはなしの会
「えほんであそぼ」～クリスマス会～

10：00〜11：30　大和公民館

DVD金曜どうでショー『ポテチ』
18：30〜19：40　図書館多目的室

25日㈫

第12回農業委員会総会
９：30 〜　大和庁舎３階旧議場

教育支援講演会「これからの社会を生
き抜く子どもたちの育成」
15：00〜17：00
ふれ愛支援センター 2階多目的ホール

カレンダー12月 の 救 医急 療
救急医療のかかり方
①電話をかける

次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788−1222
◆魚沼基幹病院　　☎777−3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773−5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関

を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』

☎025−284−7119（＃7119でも可）
夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、

下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』

☎025−288−2525（＃8000でも可）
夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと

き（発熱、けがなど）にご利用ください。
・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）

【問合せ】保健課　☎773−6811

⃝人口 57,130人 （先月比 14）
⃝男 27,958人 （先月比 −7）
⃝女 29,172人 （先月比 21）
⃝世帯数 20,057戸 （先月比 37）

市民の動き
平成30年
10月末日現在（ ）

　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童とその保護者
◎時間　９：30～15：30
　　９：30～18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第２・第４土曜日の
13：30～14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772−7754

大和会場　大和庁舎（３階）
　毎週 月・水・木曜日
　12月６日㈭　10：30〜
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士
六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日
　12月11日㈫　10：30〜
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士
塩沢会場　塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
　12月４日㈫　10：30〜
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士

ほのぼの広場

　平成30年も残りひと月を切りました。
今年は今まで怠けていた、体を動かしたりものを作る
ことにチャレンジしてみました。忙しい日々の暮らし
の中で、楽しむ時間を過ごせることに感謝し、また続
けていきたいと思います。
　年の瀬の慌ただしさに流されがちですが、しっかり
冬の準備をして、健やかに新年をお迎えください。
 （秘書広報課　角谷）

編集後記

◎国の行政制度に対する相談を受け付けています。
12月17日㈪ 13：30〜15：30 大和市民センター
12月19日㈬ 13：00〜15：00 市役所本庁舎南分館
12月19日㈬ 13：30〜16：00 塩沢老人福祉センター

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773−6660

行政
困りごと

相談

今月の
表紙

　11月中旬、秋晴れの昼下がりに道の駅南
魚沼「雪あかり」の憩いの広場で、子どもた
ちがすべり台や砂遊びをしたり、ふわふわ遊
具で跳びはねたり、笑顔で楽しそうに遊んで
いました。


